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成果の概要

磁場を持つ星間分子雲の自己重力分裂を調べた。初期の揺らぎが超音速の場合、形成さ
れる原始星コアのタイムスケールが早くなることを確認した。初期の超音速のゆらぎの強
さ、磁場の拡散の大きさなどを変化させて定量的な傾向を調べ、その結果、subcritical な
分子雲も観測と矛盾しないことを示した。ただし、当初予定していた境界条件を変化させ
た計算は残念ながら行うことができなかった。
計算結果を２つの査読論文にまとめ、両者ともに受理された。国際会議においても口頭
発表を行うことができた。




